
半田市体育施設ネーミングライツパートナー募集要項 

 

１. 目的 

半田市では、民間資金を活用して公共施設の持続可能な維持管理を行うと

ともに、社会貢献の場として利用していただくため、市が所有する施設に愛

称（企業名、商品名等）を付けることができる権利 （以下「ネーミングライ

ツ」という。）を取得するネーミングライツパートナーを募集します。 

 

２. 募集概要 

(1) 対象施設、契約期間及びネーミングライツ料 

施設名（所在地） 契約期間 ネーミングライツ料(税込) 

半田北部グラウンド 

（半田市石塚町三丁目１

番地） 

令和６年９月１日から 

５年間以上１０年以下 

年額５０万円以上 

※１ 愛称の使用開始日は、市民への周知期間や導入準備に要する期間などを

踏まえて両者で協議することとします。 

※２ 初年度については、ネーミングライツ料は月割りとし、1円未満の端数は

切り捨てるものとします。 

※３ 契約の更新に際しては、原則優先交渉権（契約期間満了後、ネーミングラ

イツパートナーが継続して契約する意向がある場合、他者に優先して市

と交渉できる権利）があります。 

 

(2) ネーミングライツパートナーの権利 

ネーミングライツパートナーは、当該施設に企業名や商品名等を付した愛称

を命名し、 (3)①に定めるものについて、その愛称を表示することができます。  

 

(3) ネーミングライツパートナーに対する特典 

各施設に共通するネーミングライツパートナーのメリットは、以下のとおり

です。 

① 愛称の表示が可能なものは、施設入口の看板、施設敷地内の案内板、印刷物

（パンフレット、ポスター、チラシ等）、施設のホームページです。なお、

新たに看板等の設置を希望する場合は、別途協議の上、設置の可否を決定

することとします。  

② 施工の範囲、実施時期および内容については協議の上決定します。なお、施

設屋外に設置する看板等の広告物については、愛知県屋外広告物条例によ

る規制がかかるため、関係法令を遵守のうえ、ネーミングライツパートナ

ーにおいて必要な事務手続きを行うこととします。 

③ 印刷物については、原則、新規作成物からの表示とします。 

④ ネーミングライツパートナーが周辺の道路標識等における表示変更を希望

する場合は、市および関係機関と協議の上、変更可能なものについて変更

することとします。  

⑤ その他ネーミングライツパートナーに付与する特典については、別途協議

の上、決定するものとします。希望する特典があれば、ネーミングライツ

パートナー申込書（様式１）において、ご提案ください。 なお、提案内容

によっては、ご希望に添えない場合があります。 



(4) 命名の条件等 

各施設に共通する命名の条件等は、以下のとおりです。  

① 市民に親しまれ、かつ、施設の設置目的にふさわしい愛称としてください。 

② 半田市広告掲載審査基準（平成 19年４月１日制定）第３条に該当する愛称

は、使用できません。 

③ 特定の地名や名称を含めるなど、市が希望する条件を設定できることとし

ます。  

④ 商標権のある名称を命名しようとする場合は、権利者からの許諾が得られ

ることを条件とします。  

⑤ 利用者の混乱を避けるため、契約期間内の愛称の変更はできないものとし

ます。  

⑥ 今回募集する名称は、施設の愛称であることから、条例で定める施設の名称

の改正は行いません。また、愛称が定着するまでの間、条例上の名称を併

記させていただくことがあります。  

 

(5) 地域貢献の提案  

ネーミングライツパートナーとして、当該公共施設のイメージアップにつな

がる提案や地域貢献の場として活用する提案を期待しています。  

 

(6) 愛称の普及・定着  

① ネーミングライツパートナー決定後は、速やかに、報道機関への資料配布、

市報、ホームページ等を通じて発表します。  

② 市は、愛称の普及・定着を図るため、市の各種広報において愛称を使用する

とともに、 関係施設の管理者やメディア等に対し、愛称の使用を働きかけ

ます。  

 

(7) ネーミングライツ導入に伴う費用負担等 

ネーミングライツ料のほか、愛称の変更に伴い生じる各種費用等の負担区分

は次のとおりとします。  

内容 費用負担者 

敷地内外の看板等の新設及び既存看板等の変更、及びそれらに係る修

繕等の維持管理 

パートナー 

新設及び更新した看板等を起因とした第三者への損害賠償 パートナー 

契約期間終了後の原状復帰 パートナー 

既存看板の修繕等の維持管理  市 

市が作成するパンフレット、封筒等の印刷物（契約前に作成済みの場

合は除く）や市ウェブサイトの表示変更 

市 

※ 施設のパンフレット、ホームページの表示変更は、施設ごとに協議します。  

※ 当該施設の敷地外の屋外広告の表示変更等は、可否を含めて協議します。  

※ 特に定めのないリスクが生じた場合は、市とネーミングライツパートナー

が協議し決定します。 

 

 

 



３ 応募資格 

(1) 本市のネーミングライツパートナーにふさわしい法人とします。ただし、

次の事項に該当し、又は該当する事業等を行う法人は除きます。 

① 半田市広告掲載審査基準（平成 19年４月１日制定）第２条に掲げる業種又

は事業者に該当する。 

② 半田市指名審査等事務取扱要綱第 6 条の規定により指名停止措置を受け

ている者 

③ 民事再生法第 21 条の規定による再生手続をしているもの（更生計画又は

再生計画が裁判所に承認された場合を除く。）又は会社更生法第 17条の規

定による更生手続をしている者 

④ その他、ネーミングライツパートナーとして適当でないと市が判断した者 

 

(2) グループで応募する場合は、次の事項に留意してください。  

① グループを構成するすべての法人が応募資格を有すること  

② グループを代表する法人を定めること  

③ 単独で提案した法人は、グループの構成員になることはできないこと  

④ 複数のグループにおいて同時に構成員になることはできないこと 

 

４．募集期間 

令和６年４月１日（月）から５月１５日（水） 

 

５．応募方法 

(1) 提出書類 

 ア（施設名）ネーミングライツパートナー申込書 

 イ 地域貢献に関する提案書  

 ウ 誓約書  

 エ 法人役員名簿  

 オ 法人の概要  

 カ 登記事項証明書（商業登記簿謄本等）  

 キ 法人税、消費税及び地方消費税、法人都道府県民税及び法人市町村民税の  

   納税証明書（直近事業年度のもの）  

  

※ カ及びキについては、原本の写しでも構いません。  

※ カについては、証明年月日が提案書提出時からさかのぼって３か月以内

のものとしてください。  

※ 市の入札参加資格を有している者は、カ及びキを省略することができま

す。  

※ 半田市に本社がある場合、キの提出書類のうち半田市税の納税証明書の

提出は必要ありません。（市で納税状況の確認を行います。）  

※ 提出された書類は返却しません。また、情報公開請求があった場合には、

半田市情報公開条例に基づき公開することがあります。 

 

(2) 提出部数 １部  

 

 



(3) 提出先  

 ア 持参の場合  

半田市教育部スポーツ課（半田市池田町三丁目１番地１ 半田運動公園内）  

※ 受付時間は、土曜日、日曜日及び祝日を除く午前８時 30分から午後５時

15 

分までです。  

イ 郵送の場合 ※５月１５日（水）必着 

〒475-0945 半田市池田町三丁目１番地１  半田市教育部スポーツ課  宛           

 

(4) 質問受付等 

  応募に関しての質問受付等は、次のとおりです。なお、口頭での質問は受付

できません。 

①  質問方法 

   「質問票」に記入のうえ、持参又は Eメールで教育部スポーツ課まで提出

してください。 

また、未到達を防ぐため、送信後に電話連絡をお願いします。 

・持参の場合  〒475-0945 半田市池田町三丁目１番地１  

 半田市教育部スポーツ課  宛    

・電子メールの場合 sports@city.handa.lg.jp 

 ② 回答方法 

    質問に対する回答は、随時、質問者名を伏せたうえで、市ホームページ

に掲載します。 

 

６．ネーミングライツパートナーの選定方法  

① 市職員で構成する選定委員会において、次の審査基準を基に提案に対する

採用の可否、優先交渉権者※の決定等について審査及び選定を行います。  

応募者は、選定委員会において、提出書類に基づきプレゼンテーションを

行うものとします。日時等詳細は後日通知します。(８月上旬実施予定) 

② 協議は先順位候補者から順次行いますが、合意の可能性がないと市が判断

した場合は、当該候補者との協議を打ち切り、次順位の候補者と契約内容

について協議を行うものとします。 

③ 選定委員会の結果は、応募者全員に文書で通知します。  

  

※ 応募者のうち、パートナーとして適当であり、かつ有利な条件で契約を締

結することができるものとして、他の応募者に優先して市が契約交渉を行

う法人をいいます。  

 

〔審査基準〕 

 審査項目 評価基準 配点 

1 愛称、ロゴ等のデ

ザインは適切か 

⚫ 市民にとって親しみやすいか、わかり

やすいか 

⚫ 施設の管理運営に支障が生じないか 

２０ 

2 提案金額（年額） ⚫ 提案金額（年額）が最高のものを１位

とし、４０点を付与する。２位以下は、

提案金額を１位の提案金額で除して算

４０ 



出した率を４０点に乗じた得点とす

る。 

3 提案期間 ⚫ 安定した運用が図れる期間か １０ 

4 パートナーとして

適当か 

⚫ 公共施設のパートナーとしてふわしい

か。 

⚫ 地域貢献や支援の実績及び計画がある

か 

⚫ 当該施設のイメージアップにつながる

提案内容となっているか 

３０ 

合計 １００ 

 

⚫ 応募者が１者であった場合は、上表の審査項目１、３、４による評価とし、

その合計得点が７割以上であることを優先交渉権者として選定する条件と

します。 

⚫ 合計得点が同点の場合は、審査項目１の得点が多い応募者の順位を上位とし

ます。 

 

 

（提案金額の評価について） 

   提案金額の得点 ＝ ４０点×提案金額／最高提案金額 

 例）  

Ａ者 ３００万円（年額） １位のため ４０点 

Ｂ者 １５０万円（年額） ４０点×１５０万円／３００万円＝２０点 

Ｃ者 １００万円（年額） ４０点×１００万円／３００万円＝１３．３点 

※小数点第２位を四捨五入 

 

７．契約締結  

優先交渉権者と協議を行い、市とネーミングライツパートナーとの間でネ

ーミングライツに関する契約を締結します。 

 

８．ネーミングライツ料の支払 

契約初年度については、市が指定した期日までに支払うものとし、２年目

以降については、毎年度 4 月末日までに当該年度分を支払うものとします。

（一括払いとし、分割して支払うことはできません。） 

 

９．契約の解除  

ネーミングライツパートナーの信用失墜行為に伴い、当該施設等のイメー

ジが損なわれるおそれが生じたとき、またはネーミングライツパートナーか

ら契約解除の申し出があった場合、市は契約満了待たず契約を解除できるこ

ととします。その場合における、原状回復に必要な費用は、ネーミングライ

ツパートナーが負担することとします。また、契約を解除した場合、ネーミ

ングライツパートナーが既に納入したネーミングライツ料は返還しないもの

とします。 

 

 


